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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令

和
３
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
年
度
当
初
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
全
世
界
的
な
蔓
延
に
よ
り
、
世
界
経
済
は
大
き

な
減
速
を
強
い
ら
れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
我
が
国

に
お
い
て
も
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
発

出
に
伴
い
、
企
業
活
動
が
大
き
く
制
限

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
経
済
活
動
は
大

き
く
停
滞
し
、
と
り
わ
け
地
方
に
お
い

て
は
極
め
て
深
刻
な
状
況
に
陥
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る
べ

く
、
国
及
び
県
で
は
機
動
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
を

展
開
し
、
我
々
商
工
会
も
小
規
模
事
業
者
支
援
の
最

前
線
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
組
織
を
挙
げ
て
積
極

的
な
支
援
活
動
を
展
開
し
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続

的
な
経
営
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
で
き
た
も
の
と
自
負

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
で
は
、
小
規
模
基
本
法
と
支
援
法
の
改
正

に
基
づ
き
、
従
来
の
経
営
改
善
普
及
事
業
に
加
え
、

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
、
事
業
計
画
の
策
定
や
販
路
開
拓
を
軸
と
し
た
経

営
発
達
支
援
計
画
を
策
定
し
、
し
っ
か
り
と
小
規
模

事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
今
後
の
小
規

模
事
業
者
支
援
の
軸
と
し
て
お
り
、
富
山
県
内
の
商

工
会
に
お
い
て
も
、
す
べ
て
の
商
工
会
が
経
営
発
達

支
援
計
画
の
認
定
を
受
け
、
県
や
市
町
村
と
の
連
携

を
強
化
し
な
が
ら
、
複
雑
化
す
る
経
営
課
題
解
決
の

た
め
の
支
援
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
の
昨
年
１１
月
の
商
工
会
全
国
大
会
に
お
い

て
も
、
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め
の
中
小
・
小
規
模
事

業
者
支
援
の
大
幅
な
拡
充
を
は
じ
め
、
小
規
模
事
業

者
の
伴
走
型
支
援
体
制
の
強
化
な
ど
の
重
点
施
策
６

項
目
を
決
議
し
、
商
工
会
組
織
が
一
丸
と
な
り
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
べ
く
決
意
を
新
た
に
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
年
は
、
商
工
会
連
合
会
の
設
立
６０

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で

あ
り
、
こ
れ
を
機
に
、
地
域
唯
一
の
総

合
経
済
団
体
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に

し
、
地
域
経
済
の
再
生
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
に
一
層
邁
進
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
商
工
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係

機
関
の
皆
様
に
と
っ
て
、
本
年
が
困
難
な
状
況
を
克

服
し
、
新
た
な
飛
躍
に
向
け
た
始
ま
り
の
年
と
な
る

よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
３

年
の
初
春
を
皆
様
と
と
も
に
寿
ぎ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

依
然
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
が
続
き
、
先
行
き
の
見
通
し
が
つ
き
に
く
い

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
私
が
知
事
就
任
に
あ

た
り
皆
様
と
お
約
束
し
た
こ
と
を
実
現

す
る
た
め
、
民
間
企
業
経
営
の
経
験
も

活
か
し
な
が
ら
、
将
来
世
代
に
責
任
を

持
つ
県
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幸
い
富
山
県
に
は
、
先
人
が
築
き
上

げ
た
素
晴
ら
し
い
産
業
集
積
や
勤
勉
で

進
取
の
気
性
に
富
む
県
民
性
、
歴
史
や
文
化
、
豊
か

で
美
し
い
自
然
な
ど
国
内
外
に
誇
る
べ
き
優
れ
た
基

盤
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
県
は
、
日
本
海
側
の
中

心
に
位
置
し
、
東
西
南
北
の
各
県
・
地
域
、
さ
ら
に

は
世
界
を
も
つ
な
ぐ
「
北
陸
の
十
字
路
」
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
強
み
を
活
か
し
、
北
陸
新
幹
線
の
大
阪

ま
で
の
全
線
整
備
、
港
湾
、
空
港
、
道
路
の
充
実
を

図
り
、
県
民
や
民
間
企
業
の
皆
様
、
そ
し
て
市
町
村

と
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

「
地
方
の
時
代
」
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
め
ざ
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

目
下
の
最
優
先
課
題
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
か
ら
皆
様
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
で
す
。

引
き
続
き
、
感
染
防
止
対
策
の
徹
底
や
医
療
提
供
体

制
の
充
実
、
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
経
済
対
策
に
取
り
組

み
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
す
。

「
変
え
て
い
こ
う
！
新
し
い
富
山
へ
。
」

皆
様
の
力
で
、
富
山
県
の
未
来
を
変
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
「
若
者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
希
望
に
満

ち
た
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
富
山
県
」
、
「
ワ
ク
ワ
ク

す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
富
山
県
」
、

「
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
夢
を
叶
え
る
こ
と

が
で
き
る
富
山
県
」
。
そ
ん
な
「
県
民

が
主
役
」
の
新
し
い
富
山
県
の
未
来
を

一
緒
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

新
年
に
あ
た
り
、
商
工
会
の
会
員
の

皆
様
の
県
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

小さな会社ですが
丁寧な仕事を心がけています。
小さな会社だから
できる事があります。
人と社会を繋ぐお手伝いをいたします。
心に伝わる広告物をご提供いたします。

お客様の想いをカタチにする

富山県商工会連合会長
石 澤 義 文

富山県知事
新 田 八 朗 

伴
走
型
支
援
体
制
を

　 

強
化
し
た

　
　
　
事
業
者
支
援
を

変
え
て
い
こ
う
！

　
　
新
し
い
富
山
へ

　

　
　
　
　
　
年
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年
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2021年 明けましておめでとうございます

　本年もよろしくお願いいたします

朝
日
町
商
工
会

　
会
　
長
　

大

井

裕

久

　
副
会
長
　

氷

見

良

章

　
　
〃
　
　

深

松

　

隆

　
事
務
局
長

　

小

林

光

義

高
岡
市
商
工
会

　
会
　
長
　

上

田

久

之

　
副
会
長
　

澤

田

誠
一
郎

　
　
〃
　
　

酒

井

善

広

　
事
務
局
長

　

橘

　

宏

之

庄
川
町
商
工
会

　
会
　
長
　

飯

田

良

榮

　
副
会
長
　

武

田

武

美

　
　
〃
　
　

坂

井

彦

就

　
事
務
局
長

　

沼

田

正

敏

小
矢
部
市
商
工
会

　
会
　
長
　

新

明

政

夫

　
副
会
長
　

府

録

弘

之

　
　
〃
　
　

中

嶋

秀

明

　
事
務
局
長

　

斉

藤

茂

男

南
砺
市
商
工
会

　
会
　
長
　

川

合

声

一

　
副
会
長
　

川

田

征

利

　
　
〃
　
　

岩

崎

弥

一

　
事
務
局
長

　

北

清

俊

一

上
市
町
商
工
会

　
会
　
長
　

坂

井

穂

悦

　
副
会
長
　

小

森

武

次

　
　
〃
　
　

野

崎

晴

文

　
事
務
局
長

　

藤藤

井

　

智

富
山
市
南
商
工
会

　
会
　
長
　

若

井

英

忠

　
副
会
長
　

茗茗

原

　

勉

　
　
〃
　
　

清

水

宏

篤

　
筆
頭
理
事

　

山

本

幸

治

　
事
務
局
長

　

岡

村

孝

志

富
山
市
北
商
工
会

　
会
　
長
　

田

畑

宏

継

　
副
会
長
　

河

合

幸

弘

　
　
〃
　
　

長

木

吉

治

　
筆
頭
理
事

　

岩

城

弘

一

　
事
務
局
長

　

谷

崎

達

也

富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会

　
会
　
長
　

井

山

泰

樹

　
副
会
長
　

赤

星

光

信

　
　
〃
　
　

武

内

　

清

　
筆
頭
理
事

　

吉

田

忠

正

　
事
務
局
長

　

宮

本

　

晃

射
水
市
商
工
会

　
会
　
長
　

串

田

伸

男

　
副
会
長
　

道

古

伸

夫

　
　
〃
　
　

若

林

啓

一

　
事
務
局
長

　

武

部

賢

昭

入
善
町
商
工
会

　
会
　
長
　

藤藤

井

　

開

　
副
会
長
　

井

田

俊

博

　
　
〃
　
　

中

瀬

淳

哉

　
事
務
局
長

　

本

多

光

一

立
山
舟
橋
商
工
会

　
会
　
長
　

吉

川

毅

一

　
副
会
長
　

森

﨑

勝

喜

　
　
〃
　
　

高

平

　

伸

　
事
務
局
長

　

舟

木

正

敏

富
山
県
商
工
会
連
合
会

　
会
　
長
　

石

澤

義

文

　
副
会
長
　

串

田

伸

男

　
　
〃
　
　

藤藤

井

裕

久

　
専
務
理
事

　

上

野

和

博

　
事
務
局
長

　

田

代

忠

之

富
山
県
商
工
同
友
会

　
会
　
長
　

野

村

　

守

　
副
会
長
　

釈

永

健

吾

　
　
〃
　
　

森

　

政

幸

　
　
〃
　
　

森

　

勇

一

富
山
県
商
工
会

青
年
部
連
合
会

　
会
　
長
　

石

本

慎
太
郎

　
副
会
長
　

松

井

拓

也

　
　
〃
　
　

寺

本

　

賢

　
　
〃
　
　

井

上

潤

一

　
　
〃
　
　

芝

井

祐

二

富
山
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会

　
会
　
長
　

水

口

芳

美

　
副
会
長
　

柚

木

美
恵
子

　
　
〃
　
　

大

塚

美
眞
子

　
　
〃
　
　

木

村

雅

子

　
　
〃
　
　

坂

井

朱

美
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石
澤
会
長

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
野
上
大
臣
に
は
新
春
対
談
に

ご
出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
農
林
水
産
大
臣
に

就
任
さ
れ
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
あ
ら
た
め
て
今

後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
頂
け
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
か
。

野
上
農
林
水
産
大
臣

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
日
頃
よ
り
、
石
澤
会
長
は
じ

め
、
富
山
県
商
工
会
連
合
会
の
皆
様

に
は
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
陰
様
で
、
昨
秋
の
菅
内
閣
に
お

き
ま
し
て
、
第
64
代
農
林
水
産
大

臣
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
貴
連
合
会
の
皆
様
の
長
年

に
渡
る
ご
支
援
の
賜
物
と
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
林
水
産
業
は
、
ま
さ
に
国
の

基
（
も
と
い
）
で
す
。
そ
の
農
林
水

産
業
を
発
展
さ
せ
、
美
し
く
豊
か
な

農
山
漁
村
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
改
め
て
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
、
日
々
緊
張
感
を
持
ち
、

全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

石
澤
会
長

　

地
方
は
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
の

進
展
に
よ
り
、
年
々
需
要
が
縮
小
し
、

売
上
も
落
ち
込
ん
で
い
る
。
事
業
が

順
調
で
も
後
継
者
難
で
廃
業
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
業
者
も
多
い
。
こ
う

し
た
な
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
流
行
拡
大
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
会
合

の
取
り
止
め
、
休
校
・
休
業
や
県
外

へ
の
移
動
自
粛
要
請
に
よ
り
、
都
市

部
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
お
い
て
も

経
済
活
動
は
大
き
く
停
滞
し
、
極
め

て
深
刻
な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
景
気
の
低
迷
、

地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
な
ど
、
日
本

の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。
野
上
大
臣
は
、
令
和
３
年

と
い
う
年
が
、
ど
の
よ
う
な
年
に
な

る
と
思
い
ま
す
か
。

野
上
農
林
水
産
大
臣

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
受
け
た
学
校
の
休
校
や
飲
食

業
の
営
業
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
農

林
水
産
物
に
も
需
要
減
少
や
価
格

低
下
な
ど
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。
農
林
水
産
省
は
、
食
料
の

安
定
供
給
や
農
林
水
産
業
の
生
産

基
盤
を
守
る
た
め
、
第
１
次
・
第

２
次
補
正
予
算
な
ど
に
よ
り
約
６  ,

１
０
０
億
円
の
支
援
策
を
措
置
し

て
、
早
期
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
来

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
年
末
に
決
定
し

た
第
３
次
補
正
予
算
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、
さ
ら

に
３  ,
４
５
１
億
円
を
追
加
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
対
策
に
よ
り
、
今
年

も
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
農
林
水
産

業
・
食
品
産
業
の
支
援
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応
に

関
し
て
は
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
や
国
際
的
な

ル
ー
ル
メ
イ
キ
ン
グ
へ
の
積
極
的
関

与
も
含
め
た
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
の
策
定
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

他
に
も
、
本
格
化
す
る
人
口
減
少
を

踏
ま
え
、
農
業
経
営
を
行
う
人
の
確

保
や
農
地
の
適
切
な
利
用
の
促
進
、

農
山
漁
村
で
の
所
得
と
雇
用
機
会

の
確
保
等
に
向
け
た
施
策
の
検
討

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
策
を
、
12
月
15
日
に
改
定

し
た
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
プ
ラ
ン
」
に
位
置
付
け
た
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
着
実
に
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

石
澤
会
長

　

昨
年
３
月
に
、
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
て
、
そ
の
中
で
、
産
業
政
策
と
地

域
政
策
を
車
の
両
輪
と
し
て
推
進

し
、
食
料
自
給
率
の
向
上
や
食
料
安

全
保
障
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の

産
業
政
策
と
地
域
政
策
、
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
ま
す
か
。

野
上
農
林
水
産
大
臣

　

農
林
水
産
省
と
し
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
農
林
水
産

業
・
食
品
産
業
へ
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
の
対
策
を
引
き
続
き
着
実

に
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
昨
年

３
月
に
改
定
し
た
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
を
踏
ま
え
て
、
産
業
政

策
と
地
域
政
策
を
車
の
両
輪
と
し

て
、
施
策
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
例

え
ば
、
２
０
３
０
年
５
兆
円
と
い
う

新
た
な
輸
出
目
標
に
向
け
た
施
策

の
抜
本
的
強
化
や
、
農
林
水
産
業
・

農
山
漁
村
の
維
持
・
継
承
を
確
実
な

も
の
と
す
る
た
め
の
生
産
基
盤
の
強

化
や
担
い
手
の
育
成
確
保
、
農
林
水

産
分
野
に
お
け
る
ス
マ
ー
ト
技
術
の

開
発
・
実
装
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
の
加
速
化
、
多
様
な
人
材
や
地
域

資
源
を
活
用
し
た
農
村
活
性
化
な

ど
の
新
た
な
農
村
政
策
の
展
開
、
農

業
農
村
整
備
事
業
、
治
山
事
業
、
森

林
整
備
事
業
等
に
よ
る
防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
な
ど
の
重
点
課
題
に

対
応
し
て
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し

つ
つ
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

石
澤
会
長

　

富
山
県
と
富
山
県
商
工
会
連
合

会
及
び
富
山
県
農
業
協
同
組
合
中

央
会
と
連
携
し
、
農
商
工
連
携
に

よ
る
新
事
業
展
開
を
積
極
的
に
推

進
し
て
お
り
、
出
張
経
営
相
談
会

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
専
門
家
派

遣
等
を
通
じ
て
、
新
商
品
開
発
や
販

路
開
拓
、
既
存
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
等
を
支
援
し
て
い
る
。
農
商

工
連
携
事
業
に
つ
い
て
大
臣
の
お
考

え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

野
上
農
林
水
産
大
臣

　

農
商
工
連
携
は
、
農
林
水
産
業

と
商
業
工
業
等
が
連
携
し
、
互
い
の

挨
拶
と
抱
負

令
和
３
年
の
展
望
に

つ
い
て

農
商
工
連
携
事
業
に

つ
い
て

農
業
に
係
る

産
業
政
策
と

地
域
政
策
に
つ
い
て

農
林
水
産
大
臣

農
林
水
産
大
臣

      

野野  

上上  

浩
太
郎

浩
太
郎  

氏氏
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技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て
新
し

い
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
・
提
供

を
創
造
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
繋
が
る
重
要
な
取
り
組

み
で
す
。

　

富
山
県
で
も
、
農
商
工
連
携
に

よ
る
地
域
特
産
の
商
品
化
は
も
と

よ
り
、
射
水
市
・
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
・

大
学
等
の
研
究
機
関
・
地
元
企
業
の

産
学
官
連
携
に
よ
っ
て
、
従
来
廃
棄

さ
れ
て
い
た
も
み
殻
を
独
自
技
術
で

燃
焼
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
生
成
さ

れ
る
灰
を
活
用
し
た
高
性
能
肥
料

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
環
境
へ
の
配
慮
も
併
せ
持
つ
、
ま

さ
に
地
域
の
持
続
性
に
寄
与
す
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
、

富
山
県
内
の
企
業
の
方
々
が
多
大

な
寄
与
を
さ
れ
て
い
る
の
も
、
富
山

県
商
工
会
連
合
会
が
新
事
業
展
開

に
様
々
な
支
援
を
さ
れ
て
い
る
賜
で

あ
り
ま
す
。

　

農
山
漁
村
は
、
都
市
に
先
行
し
て

人
口
減
少
・
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

そ
の
活
性
化
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

こ
れ
ま
で
美
し
く
活
力
あ
る
農
村
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
も
あ
り
、
都
市
圏
に
お
い
て
地
方

移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
ど
、
農

村
の
持
つ
価
値
や
魅
力
が
再
評
価

さ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
、

農
山
漁
村
に
住
む
方
々
の
元
気
が
出

る
よ
う
、
地
域
の
農
林
水
産
業
・
食

品
産
業
の
発
展
を
目
指
し
、
商
工
会

の
皆
様
や
関
係
省
庁
と
連
携
し
な

が
ら
、
農
商
工
連
携
・
６
次
産
業
化

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る

上
で
、
農
林
水
産
業
や
商
工
業
な
ど

の
業
種
の
枠
を
超
え
た
地
域
の
企

業
・
団
体
に
よ
る
連
携
は
重
要
で
あ

り
、
地
域
に
根
差
し
た
組
織
で
あ
る

商
工
会
が
果
た
す
役
割
に
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
商
工

会
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

石
澤
会
長

　

本
日
は
、
大
変
お
忙
し
い
中
、
貴

重
な
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
野
上
大
臣
の
益
々
の
ご
活

躍
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

春
座
談
会
の
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

野
上
農
林
水
産
大
臣

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

石
澤
会
長
は
じ
め
、
富
山
県
商
工

会
連
合
会
の
皆
様
方
の
、
益
々
の
ご

健
勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。 終

わ
り
に

富
山
県
商
工
会
連
合
会

富
山
県
商
工
会
連
合
会  

会
長
会
長

      

石石    

澤澤    

義義    

文文

　

石
澤
県
連
会
長
と
県
内
の
商

工
会
長
ら
が
、
12
月
18
日
に
県

庁
を
訪
れ
、
要
望
を
行
っ
た
。
石

澤
会
長
は
「
春
先
ま
で
、
経
営

者
の
高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
問

題
、
消
費
税
増
税
の
影
響
、
働

き
方
改
革
に
よ
る
対
応
な
ど

課
題
が
山
積
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
り
小
規
模
事
業
者
は
経

営
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
先

が
見
え
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
県
内
経
済
や
地
域
を
支
え

る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
持

続
的
発
展
を
支
え
る
た
め
、
来

年
度
の
県
の
施
策
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
の
ご
配
慮
・
ご
支
援
を
い

た
だ
き
た
い
。
」
と
理
解
を
求
め

た
。
こ
れ
に
対
し
て
新
田
富
山

県
知
事
は
、「
富
山
県
の
経
済
界

を
支
え
る
小
規
模
事
業
者
等
が
、

希
望
を
持
て
る
よ
う
前
向
き
に

検
討
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の

成
長
・
持
続
的
発
展
に
資
す
る
予
算
に
つ
い
て

成
長
・
持
続
的
発
展
に
資
す
る
予
算
に
つ
い
て

　　
富
山
県
商
工
会
連
合
会
　
知
事
に
要
望
！

富
山
県
商
工
会
連
合
会
　
知
事
に
要
望
！  

要 

望 

事 

項

一
、
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め

の
支
援
策
の
拡
充

二
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
た
施
策
の
展
開

三
、
事
業
承
継
策
の
強
化
と

創
業
支
援
策
の
拡
充

四
、
商
店
街
の
振
興
と
大
型

店
対
策
の
強
化

五
、
農
商
工
連
携
の
取
組
へ

の
支
援
と
元
気
な
商
工
会

地
域
づ
く
り
へ
の
支
援

六
、
商
工
会
等
補
助
対
象
職

員
の
確
保
・
拡
充

七
、
事
業
継
続
力
強
化
対
策

八
、
県
商
工
会
連
合
会
創
立

60
周
年
記
念
事
業
へ
の

助
成

新田知事に要望書を提出
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中小企業・小規模事業者を支える身近なパートナー 

資金調達 

経営改善 創業支援 
事業承継 

信用保証 

お気軽にご相談ください 

など 

令和２年分　確定申告のおしらせ

●新たな生活様式として、申告はご自宅等から！　
　例年、確定申告会場は大変混雑します。新型コロナウイルス感染症への感染リスク
軽減のため、ご自宅等からパソコンやスマートフォンによる申告をお願いします。
申告書の作成・提出は･･･
① 国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』へアクセス!
② 画面の案内に従って金額などを入力し申告書を作成するだけ!!
③  次のいずれかの方法によりパソコン又はスマホで送信!!!

●確定申告会場
確定申告会場 開設期間等のご案内

２月１6日（火）～３月１5日（月）
（受付時間９時～16時）

※土曜、日曜及び祝日は執務を行ってい
ません。ただし、富山税務署（富山県民
会館）では、２月21日（日）と２月28日
（日）に限り、確定申告の相談・申告書の
受付を行います。
※駐車場は大変混雑します。会場へお越
しの際は、公共交通機関のご利用をお
願いします。

富山税務署管内

高岡税務署管内

魚津税務署管内

砺波税務署管内

富山県民会館（富山市新総曲輪４-18）
℡（税務署）076-432-4191
高岡税務署 １階（高岡市博労本町５-30）
℡ 0766-21-2501
魚津合同庁舎 ５階（魚津市新金屋１-12-31）
℡ 0765-24-1370
砺波税務署 ２階（砺波市本町13-19）
℡ 0763-33-1073

◇会場の混雑緩和のため、
入場には「入場整理券」
が必要です！

※「入場整理券」は、申告
会場で当日配布。また
は、オンラインでも事
前発行を行います。

※「入場整理券」の配布
状況に応じて、後日の
来場をお願いすること
があります。

確定申告書等作成
コーナーはこちらから

●用意するものは次の２つ

①　マイナンバーカード

②　ICカードリーダライタ
         　　又は
　　マイナンバーカード
　　対応のスマホ

マイナンバーカードを使って送信 IDとパスワードで送信

●ID・パスワードをお持ちの方
税務署で発行された「重要
書類」にIDとパスワードが記
載されています。

●ID・パスワードをお持ちでない方
申告されるご本人が運転免許証などの本人確
認書類を持って、税務署にお越しください。
（勤務先近くなど、どの税務署でもOK）
その場で、すぐに発行できます！

●申告書提出期限と納期限・振替日
納税には、安全確実な振替納税が大変便利ですので、是非ご利用ください。
簡単・便利なダイレクト納付やＱＲコードを利用したコンビニ納付手続も是非ご利用ください。

所得税及び復興特別所得税

消費税及び地方消費税

贈与税

３月15日（月）

申告書の提出期限

３月31日（水）

３月15日（月）

３月15日（月）

納期限（納付書で納付する場合） 振替日（振替納税の場合）

４月19日（月）

４月２3日（金）３月31日（水）

３月15日（月）

※確定申告をする必要のある方が期限内に申告・納税をしなかった場合、後で不足の税金を納めていただくだけでなく、加算税や延滞税
を納めていただく場合がありますのでご注意ください。
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12
月
３
日
、
富
山
県
中

小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
令
和
２
年
度
富

山
県
商
工
同
友
会
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
同
友

会
員
36
名
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
講
師
に
は
、

拓
殖
大
学
客
員
教
授
・
中

国
評
論
家
で
テ
レ
ビ
番
組

の
出
演
も
多
い
石
平
氏
を

招
き
、
「
中
国
の
政
治
経

済
情
勢
と
日
中
関
係
」
と

題
し
て
講
演
を
頂
い
た
。

　
中
国
情
勢
に
詳
し
い
石
平
氏
よ
り
、
今
後

の
中
国
を
取
り
巻
く
情
勢
は
ど
う
変
化
し
、

今
後
の
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
お
話
を
頂
い

た
。
「
４
０
０
０
年
」
と
言
わ
れ
る
中
国
の

長
い
歴
史
の
中
で
中
華
思
想
の
由
来
と
そ
の

基
本
的
考
え
方
、
中
国
流
の
易
姓
革
命
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
と
特
徴
、
中
国
式
皇
帝
独
裁
体
制

に
つ
い
て
な
ど
、
政
治
、
思
想
、
文
化
な
ど

の
諸
側
面
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
修
了
後
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
に

も
快
く
お
答
え
い
た
だ
き
、
中
国
の
政
治
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

富山県商工同友会
セミナー開催

■ご予約・お問い合わせ先

富山県赤坂会館
〒107-0052　東京都港区赤坂7-5-51　
東京メトロ銀座線「青山一丁目」駅４番出口から徒歩10分
TEL：03-3586-0991　FAX：03-3584-6059
ホームページ：https://www.toyamaken-akasakakaikan.jp/

　富山県新世紀産業機構では、新型コロナウイルス感染症の感
染拡大による影響を受けた県内事業者の皆様からの様々な経
営相談に対応しております！
【概要】豊富な知識と経験を持つ中小企業診断士等が、電話やオ
ンラインで経営相談に対応いたします。各種助成金の申請手
続きにもお役立てください。
　（1）受付時間：８：３０～１９：００（平日・土日祝日問わず）
　（2）電話番号：０７６－４４４－５６７３

【ご注意】オンライン相談を希望される場合、事前予約が必要と
なります。
■お問い合わせ先

（公財）富山県新世紀産業機構
　　電話：076-444-5605　 FAX：076-444-5646
富山県経営支援課創業・ベンチャー係
　　電話：076-444-3247　 FAX：076-444-4402 

新型コロナウイルス感染症に係る相談窓口のご案内

　日頃より、「都心の中の富山」富山県赤坂会館をご愛顧いた
だき、ありがとうございます。
　都心にあって緑に囲まれた閑静な中に佇む富山県赤坂会館
は、ご利用のお客様に安らぎとくつろぎを提供する場として、宿
泊をはじめ、旬の富山県産の食材を使用した料理を提供してお
ります。
　コロナ禍において、お客様への検温の実施や館内各所での消
毒液設置など感染症対策を強化しており、東京都の「感染拡大
防止徹底宣言」店舗にも登録されております。
　何かと難しい時期ではありますが、皆様のご利用を心よりお
待ちしております。
○素泊まり宿泊割引プラン　１泊3,400円～
　シングル（浴室・トイレ付き）  5,400円（通常価格から2,500円引き）
　和室６畳（浴室・トイレ共同）  4,600円（通常価格から2,500円引き）
　2段ベッド（浴室・トイレ共同）3,400円（通常価格から1,500円引き）

○１泊２食付き宿泊割引プラン　１泊6,600円～
都心では珍しい和室でのご宿泊です。
静かな環境で旅館気分を味わってみてはいかがでしょうか。
夕食は館内で味わい、ゆっくりお過ごしいただけます。
○受験生応援プラン　１泊3,400円～
コロナ禍でも、感染症対策が充実した館内で安心してお食事
いただけます。合格祈願グッズの進呈や電気スタンドの貸出
し等もございます。
○日帰りテレワークプラン　3,000円／日
午前7時から午後10時までのご利用で、プリンターの貸出し
も可能です。

赤坂会館についてのご案内

土日祝日の相談やオンライン相談も対応！！

イベント名 開催日 お問合せ先

入善ラーメンまつり 2/13（土）～2/14（日） 入善町商工会 0765-72-0163

越中八尾冬浪漫 2/13（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

菅沼合掌造り集落「春待ちライトアップ」 2/20（土）・2/27（土） 五箇山総合案内所

じょうはなつごもり大市 2/27（土） 協同組合　城端西町商店会

0763-66-2468

0763-62-0309

相倉合掌造り集落ライトアップ「雪原に浮かぶ日本の原風景」 2/20（土）～2/21（日） 五箇山総合案内所 0763-66-2468

※新型コロナウイルス感染症の影響で、イベント開催が延期、または中止になる場合があります。詳細は各イベント問合せ先にご確認ください。

各地 2月のイベント

講演中の石平氏
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富山県商工会青年部連合会

富山県友好青年団体事業

県内青年４団体が
チャリティー活動を実施
　富山県中小企業青年中央会、公益社団法人日本青年会
議所北陸信越地区富山ブロック協議会、富山県商工会議
所青年部連合会及び富山県商工会青年部連合会で構成さ
れる富山県友好青年団体は、新型コロナウイルスの流行
が多方面へ影響を及ぼしている状況下において地域の経
済青年団体として地域貢献を果たすべく、チャリティー事
業（募金活動）を実施した。11月１日に県内11カ所で街頭
募金活動を行い約７８万円が集まり、消毒液を購入した。
12月２日に県教育記念館で贈呈式が行われ、富山県内の
小・中学校長会に購入した消毒液を644本寄贈した。
　参加した部員からは「街頭募金では多くの方が教育現
場を応援しようと募金に協力していただきありがたかっ
た」と感想があった。
　寄贈された消毒液は県内すべての公立小中学校で使用
される。

令和２年度中部ブロック
商工会青年部連合会研修会
　11月10日に愛知県豊田市で開催された中部ブロック商工会青年部連合会研修会は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止に向けた対策の一環で、参加方法を「会場出席」と「ＷＥＢ出席」として中部ブ
ロックの各商工会青年部長らが参加した。
　第１部は有限会社まるみ河治材木店・前福島県商工会青年部連合会会長の河治 徹氏、全国商工会青
年部連合会奥村会長、中部ブロック石本会長らにより「東日本大震災から学ぶ～地域のリーダーが
できること～」についてのトークセッションがあり、第２部は全国商工会青年部連合会会長 奥村直幸氏
より「G Suiteについて」をテーマに講演会があった。県内からは、22名の部員が参加した。

教育現場を応援しよう！コロナ禍で子供たちの

募金活動の様子（於：cic)

県教育記念館での贈呈式

研修会の様子


